
	第７分科会


貧困社会におけるセーフティネットのあり方

	座　　　　長
	満　永　正　幸
	（自治研中央推進委員・鹿児島県本部）

	副　 座 　長
	中　内　康　起
	（自治研中央推進委員・香川県本部）

	記　　　　録
	新　田　幸一郎
	（自治研中央推進委員・宮崎県本部）

	企画・運営他
	久間木　恒　規
	（自治研中央推進委員・中央本部社会福祉局長）

	
	秋　野　純　一
	（自治研オブザーバー・社会福祉評議会議長）


６日(土)９：00～17：00　名古屋国際会議場「国際会議室」

	９：00～９：15
	座長あいさつ・オリエンテーション

	９：15～10：25
	問題提起Ⅰ「仕事と住居を失った人々の支援活動から、貧困とセーフティネット

　　　　　を考える」

	
	　　　　　　　　　　藤井　克彦（愛知・笹島診療所）

	10：25～10：35
	質疑応答

	10：35～11：45
	問題提起Ⅱ「貧困社会におけるセーフティネットのあり方」

	
	　　　　　　　　　　小久保哲郎（生活保護問題対策全国会議事務局長／弁護士）

	11：45～11：55
	質疑応答

	11：55～12：00
	問題提起に対するまとめ

	12：00～13：00
	昼食休憩

	13：00～15：00
	要請レポート報告とフロア討議

	
	　①　「釧路市における生活保護受給者自立支援の取り組みについて」

	
	　　　　　　　　　　北海道本部／社団法人北海道地方自治研究所　正木　浩司

	
	　②　「新たなセーフティネットの再構築で住居喪失者の自立支援を」

	
	　　　　　　　　　　東京都本部／新宿区職員労働組合・新宿区福祉事務所　嘉山　隆司

	
	　③　「ハローワークの現場から見たワンストップ・サービス・デイ

	
	　　　『セーフティネット』整備にはハローワークの機能強化を」

	
	　　　　　　　　　　東京都本部／東京職業安定行政職員労働組合　駒井　　卓

	
	　④　「国民健康保険事業の現状と課題について考える

	
	　　　～国民皆保険制度を維持するために求められる行動と選択～」

	
	　　　　　　　　　　宮崎県本部／日向市役所職員労働組合・健康づくり課　三輪　勝広

	15：00～15：30
	助言者よりコメント

	15：30～15：45
	休　憩

	15：45～16：30
	フロアディスカッション

	16：30～16：50
	助言者よりコメント

	16：50～17：00
	まとめ

	17：00
	閉　会



第７分科会：貧困社会におけるセーフティネットのあり方

	テーマ
	　貧困による負の連鎖・循環を断ち切り、新たなセーフティネットの構築をめざす

	特徴的な情勢
	　小泉政権の「構造改革」による非正規労働者の増加や、金融危機による派遣切りにより、失業者が急増し格差が拡大している。

　新政権のもと公表された日本の「相対的貧困率」は、2007年調査では15.7％で、ＯＥＣＤ加盟30ヵ国中４番目に高かった2004年の14.9％を上回り、さらに悪化。日本は貧困大国と化している。

　現行のセーフティネットでは対応しきれない新たな状況や、不公正な社会のしくみ、さらには社会保障制度の防貧機能の低下により、貧困による負の連鎖・循環が生み出されている。

	主要論点と実践課題
	　新たなセーフティネットの構築に向け、下記の４つのキーワードをもとに現状の課題を共有し、政策実現に向けた自治体の役割と課題について、議論を深める。

1.　住居が安定的に確保できない

2.　雇用が確保できない

3.　健康を維持することができない

4.　不公正な社会のしくみによる負の連鎖・循環
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